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(57)【要約】
少なくとも１つの光電式送信機及び／または少なくとも
１つの光電式受信機を上面に備えるキャリア装置と、キ
ャリア装置の上方に設けられ、少なくとも１つの光電式
送信機及び／または少なくとも１つの光電式受信機のた
めの少なくとも１つのレンズ部を含むレンズ要素と、キ
ャリア装置及びレンズ要素を部分的に囲む保持装置と、
を有する光電式装置が提供される。レンズ要素は、保持
装置から突出し、光電式装置を識別する少なくとも１つ
のコーディング要素を可能とする機械的なコーディング
部を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの光電式送信機（４０）及び／または少なくとも１つの光電式受信機（
４２）を上面に備えるキャリア装置（１２）と、
　キャリア装置（１２）の垂直方向上方に設けられ、少なくとも１つの光電式送信機（４
０）及び／または少なくとも１つの光電式受信機（４２）のための少なくとも１つのレン
ズ部（６８）を備えるレンズ要素（１６）と、
　キャリア装置（１２）とレンズ要素（１６）を部分的に囲んで、キャリア装置（１２）
とレンズ要素（１６）を互いに対して保持する保持装置（８２）と、を有し、
　レンズ要素（１６）は、保持装置（８２）から突出し、光電式装置（１０）を識別する
少なくとも１つのコーディング要素（６２，６３）を有する機械的なコーディング部（６
０）を備えることを特徴とする光電式装置（１０）。
【請求項２】
　光電式装置（１０）は、少なくとも断面が実質的に矩形である形状を有し、機械的なコ
ーディング部（６０）は、矩形の形状の狭い側において保持装置（８２）から突出してい
ることを特徴とする請求項１に記載の光電式装置（１０）。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのコーディング要素（６２，６３）は、機械的コーディング部（６
０）の少なくとも１つの一段高い部分及び／または少なくとも１つのリセスを含むことを
特徴とする請求項１または２に記載の光電式装置（１０）。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのコーディング要素（６２，６３）の識別情報片が垂直方向で検出
可能であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項５】
　機械的なコーディング部（６０）は、リング状の構造体を有することを特徴とする請求
項１～４のいずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのコーディング要素（６２，６３）は、前記リング状の構造体の外
周及び／または内周及び／または端面に設けられていることを特徴とする請求項５に記載
の光電式装置（１０）。
【請求項７】
　機械的なコーディング部（６０）は、第１のコーディング要素（６２）及び第２のコー
ディング要素（６３）を有し、
　第１のコーディング要素（６２）は、前記リング状の構造体の外周に設けられており、
第２のコーディング要素（６３）は、前記リング状の構造体の内周に設けられていること
を特徴とする請求項５に記載の光電式装置（１０）。
【請求項８】
　前記リング状の構造体は、中空のシリンダ（６４）であることを特徴とする請求項５～
７のいずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項９】
　前記中空のシリンダ（６４）内でかつ該中空のシリンダ（６４）の長手方向軸に垂直な
平面内でリングディスク（６６）が延在していることを特徴とする請求項８に記載の光電
式装置（１０）。
【請求項１０】
　レンズ要素（１６）の少なくとも１つのレンズ部（６８）が、レンズの延長面内で延在
しており、
　機械的なコーディング部（６０）は、レンズの延長面外に突出していることを特徴とす
る請求項１～９のいずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項１１】
　保持装置（８２）及びレンズ要素（１６）は、ラッチ式連結部によって互いに直接的あ
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るいは間接的に固定されていることを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載の光電
式装置（１０）。
【請求項１２】
　レンズ要素（１６）は、保持装置（８２）とキャリア装置（１２）との間に捕捉されて
いることを特徴とする請求項１～１１のいずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項１３】
　前記の少なくとも１つの光電式送信機（４０）及び／または少なくとも１つの光電式受
信機（４２）用の少なくとも１つの開口部（５２）を備える開口要素（１４）をさらに有
することを特徴とする請求項１～１３のいずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項１４】
　開口要素（１４）は、キャリア装置（１２）とレンズ要素（１６）の間に配置されてい
ることを特徴とする請求項１３に記載の光電式装置（１０）。
【請求項１５】
　保持装置は、２つの部材で構成されており、下部材（１８）及び上部材（２０）を含む
ことを特徴とする請求項１～１４のいずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項１６】
　キャリア装置（１２）及びレンズ要素（１６）は、保持装置の下部材（１８）と上部材
（２０）の間に配置されていることを特徴とする請求項１５に記載の光電式装置（１０）
。
【請求項１７】
　保持装置の下部材（１８）と上部材（２０）は、ラッチ式連結部によって互いに固定さ
れていることを特徴とする請求項１５または１６に記載の光電式装置（１０）。
【請求項１８】
　保持装置の上部材（２０）は、前記の少なくとも１つの光電式送信機（４０）及び／ま
たは少なくとも１つの光電式受信機用の少なくとも１つの開口部（５２）を有することを
特徴とする請求項１５～１７のいずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項１９】
　保持装置（８２）は、一体に設けられているとともに開口した上面を有し、レンズ要素
（１６）が保持装置（８２）の上面に配置されていることを特徴とする請求項１～１８の
いずれかに記載の光電式装置（１０）。
【請求項２０】
　請求項１～１９のいずれかに記載の複数の異なる光電式装置（１０）を含むシステムで
あって、
　前記異なる光電式装置（１０）の少なくともいくつかのレンズ要素（１６）の機械的コ
ーディング部（６０）が、互いとは異なるように構成されていることを特徴とするシステ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの光電式送信機及び／または少なくとも１つの光電式受信機
を上面に有するキャリア装置を備える光電式装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　キャリア装置は、同時に光電式送信機及び／または光電式受信機の電気接点として機能
し得る。少なくとも１つの光電式送信機及び／または少なくとも１つの光電式受信機のた
めの少なくとも１つのレンズ部を有するレンズ要素が、キャリア装置の上方に、すなわち
垂直方向で送信機及び／または受信機の上方に設けられる。それぞれのレンズ部は、ビー
ムを成形する及び／またはビームを偏向させる特性を有する。装置は、さらに、キャリア
装置及びレンズ要素を部分的に囲んで、互いに対して保持する保持装置を備える。
【０００３】
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　このような光電式装置は、特に、物体を光学式に走査して物体の特性を電子的に検出す
る光電センサ装置として構成される。このようなセンサ装置の用途は、市販のプリンタ装
置、すなわちレーザプリント技術やインクジェットプリント技術などの周知のプリント技
術によるコンピュータ支援の紙印刷装置の分野である。全自動でかつできる限りユーザフ
レンドリーなプリンタ（またはプリンタを含む多機能装置）の動作を可能とするように、
プリンタの収容トレイに配置される紙の量や種類、与えられた紙の判型、紙の端部の相対
的位置などのプリンタの異なる動作パラメーターが必要に応じて特定及び監視される。さ
らに、例えば、走査される紙の内容（画像かテキストか）やプリント結果に対する正しい
配置（例えば、プリンタのプリントユニットの機械的なアライメント）を確認するために
、対応するプリント結果や走査する紙の自動分析が必要である。
【０００４】
　典型的に、測定される各動作パラメータに対して個々に適合する光電式装置がそれぞれ
設けられ、発せられた光信号と、検出された、例えば反射した光信号と、を比較して、こ
れらの光信号の差から対応する動作パラメータを特定することができるように構成される
。光信号は、一般に可視波長または不可視波長、特に赤外線の電磁放射である。装置は、
光電式送信機と（少なくとも１つの）光電式受信機との両方を有することが多い。よって
、装置は、例えば、近接センサとして機能し得る。しかし、光電式装置が光電式送信機の
み、あるいは（受動検出のための）光電式受信機のみを有する変形例も可能である。さら
に、例えば、特に同時に複数の動作パラメータを（例えば、拡散反射と正反射との区別に
よって）特定可能な複数の送信機及び受信機を有する装置も可能である。
【０００５】
　多くの動作パラメータを測定するために対応する種々の光電式装置が必要となり、望ま
しくない製造及び保管コストを伴う。加えて、対応する動作パラメータを測定する光電式
装置は、対応する動作パラメータによって大きく異なり得る特定の光学的性質を実現する
必要があり、この点に関して多大な開発努力を要し得る。光学的性質は、特に、それぞれ
の動作パラメータを測定するために光電式送信機から送信されるとともに／または光電式
受信機によって受信されるビームや光信号の案内や成形である。
【０００６】
　また、特に組立中に、異なる型や種類の装置を他から識別可能にするという実際上の問
題がある。これは、複数の異なる光電式装置が１つの（プリンタ）装置に一緒に設置され
、装置の外観が類似していて混同しやすい場合に特に問題となる。しかし、装置が誤って
設置されると、場合によっては対応する装置の重大な動作不良が生じてしまう。
【０００７】
　異なる光電式装置を混同するリスクを減少させるため、対応する装置に、例えば、対応
するステッカーや色コードを設けることができる。しかし、このような印は、簡単に間違
って解釈されることがあり、容易に自動検出できない。対応する追加の対策はさらに複雑
であり、装置の製造コストを上昇させ得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、特に、二つの異なる種類の装置を混同するリスクを最小にし、誤った
設置のリスクを最小にするために、装置の明確な識別を可能にする上述した装置を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的は、請求項１に記載の特徴部、特にレンズ要素が保持装置から突出し、光電
式装置を識別する少なくとも１つのコーディング要素を有する機械的なコーディング部を
備える光電式装置によって達成される。
【００１０】
　光電式装置の識別は、基礎を成す装置の形式に関連し、すなわち、対応するコーディン
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グ要素が装置の１つの群（例えば、クラスまたは種類）を識別する。代わりに、コーディ
ング要素は、特定の、すなわち個々の光電式装置を識別するように機能し得る。この点に
関して、コーディング要素は、例えば、装置の特定の特徴部または特定の特徴部の組み合
わせに関連してもよい。
【００１１】
　レンズ要素のコーディング部は、光電式装置が完全に組み立てられたときに、コーディ
ング部が機械的または光学的な検出のために外部からアクセス可能となるように、特に保
持装置から突出することができる。レンズ要素のコーディング部は、垂直方向に見て保持
装置の底部の上方に突出するように、保持装置から特に横方向に突出することができる。
【００１２】
　コーディング部に設けられたコーディング要素は、外部から容易に見えるとともに／ま
たは手で触れることができることが好ましい。よって、装置は、視覚的、光学的及び／ま
たは触覚的に直接識別可能であり、これにより、特に設置時において、異なる種類の装置
を混同するリスクを特に効果的に減少させる。コーディング部が保持装置から突出するた
め、直接識別する能力がさらに高められる。対応するコーディング要素は、光電式装置の
自動識別が可能となるように、特に自動的に検出されるように設けることができる。コー
ディング部は、レンズ要素と一体、すなわち一部材として設けることができる。代わりに
、例えばラッチ式連結部によってコーディング部をレンズ要素に固定するか取外し可能に
連結することができ、これにより、レンズ要素またはコーディング部は必要に応じて交換
可能となる。
【００１３】
　コーディング要素は、技術者または自動検出装置による能動的な、特に光学的及び／ま
たは触覚的な識別の代わりにまたはこれに加えて、所謂ポカヨケの原理に基づいて、機械
的観点から光電式装置の誤った組立をできるだけ排除する受動的な識別に使用可能である
。ポカヨケの原理では、光電式装置の設置が機械的に可能になるには、組立環境または現
場に一致する適切な形状が必要となる。よって、一致するコーディング要素を有する装置
のみが実際に所定の位置でかつ所定のアライメントで設置可能となるように、設置環境に
設けられ、コーディング要素と相補的な形状に設けられたデコーディング要素を使用する
ことができる。これにより、誤ったまたは望ましくない装置の設置または所望の装置の望
ましくない方法での設置を実質的に完全に防止することができる。
【００１４】
　コーディング部が、（コーディング要素と共に）例えば装置の他の構成要素でなく、レ
ンズ要素に形成されていることは、特に上述したポカヨケの原理に基づいて装置を設置す
ることに関して有利である。レンズ要素は、すなわち原則として、提供される用途（例え
ば、距離の測定）の枠組内で装置が問題なく確実に機能するように、特に正確に位置決め
を行う必要がある装置の構成要素である。レンズ要素は、原則として装置の望ましい光学
的特性を実現する（例えば、入射する光信号の焦点を光電式受信機に合わせる）ために特
に正確に配置しなければならない。光電式装置の正確な位置を確実に得るために、装置の
設置環境に設けられ、例えば装置が正確に設置されたときに所望の検出ゾーンに対するレ
ンズ要素の正確なアライメントを確実にするデコーディング要素を使用することができる
。デコーディング要素は、例えば、コーディング部を介してレンズ要素を支持してもよい
。コーディング部をレンズ要素に取り付けることが特に有利である他の理由は、レンズ要
素が典型的に特に製造誤差が小さい光電式装置の構成要素であるからである。
【００１５】
　光電式装置は、異なる独立した構成要素からモジュール式装置として組み立てられるモ
ジュール式設計を特徴とする。これらの独立した構成要素は、少なくともキャリア装置、
レンズ要素及び保持装置を含む。例えば、開口要素及び／またはフィルタ要素等の他の効
果的な構成要素を任意に設けることもできる。個々の構成要素は、好ましくは互いに対し
て取外し可能に連結あるいは保持されている。構成要素は、特に互いに対して力を伝達す
る及び／または形状が一致する方法で保持することができる。構成要素は、上記垂直方向
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に沿って互いの実質的に後方に（例えば、層状配置またはサンドイッチ構造で）配置する
ことができる。キャリア装置及びレンズ要素の異なる変形例とともに任意の構成要素は、
これにより、ユニバーサルモジュール式プラットフォームに基づいて、単純な方法で互い
に組み合わせることができ、異なる光電式装置のいくつかの構成要素（例えば、保持装置
）は同じであってもよい。
【００１６】
　レンズ要素は、本発明に関連して特に屈折特性を有し得る画像要素である。対応するレ
ンズ部は、（例えば、収束レンズ、発散レンズまたはフレネルレンズのように）特に対応
するレンズ部が一方の面または両面にアーチを有する点でビーム成形特性を有し得る。こ
れに変えて、またはこれに加えて、対応するレンズ部は、ビームの屈折、すなわち発信ま
たは受信されたビームの伝搬方向の変更を生じさせ得る。対応するレンズ部は、特にウェ
ッジ形状（例えば、互いに対して鋭角に並んだ２つの平面を有するウェッジレンズとして
の設計）を有し得る。対応するレンズ部は、キャリア装置の延長面に平行にまたは斜めに
位置決めすることができる。レンズ要素は、対応するレンズ部の外側でプレート形状とす
ることができる。対応するレンズ部は、一体でかつ／または光電式送信機または受信機の
上方に設けることができる。
【００１７】
　光電式装置のキャリア装置は、少なくとも実質的にプレート状とすることができるとと
もに／またはオーバーモールドされたリードフレームであり得る。キャリア装置は、キャ
リア装置のＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）及び／または光電式送信機または受信機に
接続可能な複数の電気コネクタを含み得る。キャリア装置のコネクタは、外部からの電気
接続を可能とする。コネクタは、装置を用途に応じて動作させるために、特にキャリア装
置を光電式装置と関連するマイクロコントローラに接続するために設けることができる。
上述の垂直方向は、キャリア装置の延長面に特に垂直に延び得る。
【００１８】
　レンズ要素は、特に少なくとも実質的にプレート状及び／または光電式送信機または受
信機の上方に設けられた少なくとも１つの一体形成されたレンズ部を含むことができる。
【００１９】
　保持装置は、キャリア装置に対するレンズ要素のアライメントを維持しながら少なくと
もキャリア装置とレンズ要素を互いに対して保持するように機能し、キャリア装置は、少
なくとも１つの光電式送信機及び／または受信機を備える。この点で、保持装置は、レン
ズ要素をキャリア装置に直接的または間接的に固定することができる。保持装置は、この
目的で、キャリア装置及びレンズ要素の少なくとも周りに係合するか、あるいはこれらの
後方に係合する、例えば、クリップまたは少なくともクリップ様の要素を有し得る。加え
て、または代わりに、保持装置は、ハウジングまたはケージとして形成可能であり、この
ような保持装置は、キャリア装置とレンズ要素を完全に囲む必要はなく、特に面全体を囲
む必要はなく、装置の全ての側面を囲む必要もない。よって、保持装置は、少なくとも機
能的に装置のハウジングとして機能し、または少なくとも大部分が閉じた本当のハウジン
グとすることができ、少なくとも装置の構成要素の機械的な封入が確実に得られる。
【００２０】
　保持装置は、複数の側壁及び／または互いの反対側に対をなすように設けられた、複数
の、特に２つ、４つ、６つの保持アームまたは保持部を備えるベースプレートを特に有し
得る。ベースプレートは、例えば、キャリア装置及び／またはレンズ要素の形状及び寸法
に適合する均一のプレート寸法を有し得る。これにより、装置は、頑丈でコンパクトなも
のとなり、装置への汚れ等の付着や侵入が防がれる。ベースプレートは、好ましくはキャ
リア装置の下面に配置され、底部を構成する。保持装置は、少なくとも部分的にステップ
状及び／またはＵ字形の断面及び／または複数の開口部を有することができ、保持装置内
に配置され、保持装置と少なくとも部分的に相補的に形成される装置の構成要素が、独立
した締結手段を要することなく保持装置内に横方向及び／または垂直方向で捕捉される。
保持装置は、さらに、一体にまたは複数の部材、特に２つの部材で形成可能である。
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【００２１】
　装置のモジュール式設計は、一方では、互いに僅かしか異ならない実質的に同型の構成
要素を使用して複数の異なる種類の装置を安価に製造できる点で有利である。しかし、他
方では、同型の構成要素の使用によって全体が同じ装置の外観がもたされ、これは、原則
的に異なる種類の装置間の混同のリスクを増加させるおそれがある。しかし、本発明の装
置では、混同のリスクの増加は、レンズ要素の個々のコーディング部によって回避される
。コーディング部は、装置に一様なマーキングを施し、この点で混合のリスクを減少する
ように、対応する装置の種類とは無関係に、装置の特定の領域に必ず形成可能である。
【００２２】
　有利な実施例では、機械的なコーディング部は、保持装置から横方向、すなわち上記垂
直方向に対して横向きに突出することができる。
【００２３】
　光電式装置は、好ましくは、断面が少なくとも実質的に矩形である形状を有し、機械的
なコーディング部が矩形の狭い側で保持装置から突出する。コーディング部は、好ましく
は装置の長手方向軸と平行に延在し、この点で長手方向に延在するとともに特徴的な方法
で装置から際立たせることができる装置の延長部を形成する。狭い側におけるコーディン
グ部の配置は、手動による設置の場合にコーディング部と装置が手に容易に適合するにも
かかわらず、装置の矩形で好ましくは細い形状が維持されるという利点を有する。この点
で、コーディング部は、コーディング部を中間や中央に配置する場合に比べて疑わしい場
合には可視がより容易になり、（例えば、自動設置プロセス中に）特に光学的に検出可能
である。装置の矩形の形状は、さらに多くの用途で、例えば、装置の適切な設置環境の提
供に関して、他の形状に対して有利である。
【００２４】
　機械的なポカヨケ原理に従って説明した形状が設置環境と一致することに関して、コー
ディング部の対応するコーディング要素の識別情報片が光電式装置の上記垂直方向に沿っ
て検出可能であることが好ましい。よって、装置は、設置環境において下面が前方に位置
する状態で組み立てることができ、対応するコーディング要素の識別情報片は直接機械的
に走査可能となる。光電式装置の下面は、本発明との関連において、キャリア装置から見
たときに光電式送信機及び／または受信機から離れた面である。従って、光電式装置の上
面は、面の方向にキャリア装置に設置された光電式送信機及び／または受信機が並んで設
けられている面である。
【００２５】
　好適実施例によれば、少なくとも１つのコーディング要素は、機械的なコーディング部
における少なくとも１つの一段高い部分及び／または少なくとも１つのリセスを有する。
一段高い部分及び／またはリセスは、回転対称の構造体または平面に形成可能である。こ
のようなコーディング要素は、単純な方法、例えばコーディング要素の所望の形状に対し
て部分的に相補的に形成されるレンズ要素用の型によって製造可能である。一段高い部分
及びリセスの両方は、さらに説明したポカヨケ原理を実現するのに特に適している。コー
ディング要素は、光電式装置の個々の識別のための所定形状及び／または所定寸法及び／
または所定位置を有し得る。
【００２６】
　他の好適実施例によれば、機械的コーディング部はリング状の構造体を有する。これは
、特に、そうでなければ特に矩形の装置に対してコーディング部を特徴的に際立たせ、特
にリング状の構造体の外周及び／または内周及び／または端面に設けることができる少な
くとも１つのコーディング要素に少なくとも間接的に注意を向ける。リング状の構造体は
、コーディング要素が、例えば軸またはリング状の構造体の中央部を中心とする角度に従
ってリング状の構造体の周辺部にしか形成できない点で有利である。実際的に、周辺部に
沿って一律にパラメータ化された所望の数の位置を対応するコーディング要素に提供する
ことができるが、対応するコーディング要素のための領域は、装置の迅速で信頼性の高い
識別を可能とするために、均等かつ空間的に境界付けられた方法で決定される。これによ
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り、コーディング部において容易に形成可能な単一の工具（特に、射出成形工具）によっ
て対応するコーディング要素を有利に形成することができ、例えば、ロータリブッシュの
角度位置のみを設定すればよい。リング状の構造体は、別の観点からいえば、リング状の
構造体の中央開口部を通って案内されるねじによって装置を提供される設置環境に固定す
るためにも使用可能であり、これにより、装置は特に振動による機械的負荷に対しても信
頼性がある方法で設置される。
【００２７】
　さらに他の好適実施例によれば、機械的コーディング部は、第１のコーディング要素と
第２のコーディング要素を有し、第１のコーディング要素はリング状の構造体の外周に設
けられ、第２のコーディング要素はリング状の構造体の内周に設けられる。第１のコーデ
ィング要素は、この点で装置の種類（製品ＩＤ）を識別することができ、第２のコーディ
ング要素は、装置を制御するために提供されるバスの種類（例えば、Ｉ2Ｃバス）のアド
レスまたはアドレスフォーマット（Ｉ2Ｃ　ＡＤＲＩＤ）を識別することができる。２つ
のコーディング要素は、個々の識別力を増すために異なる構成を有しうる。第１のコーデ
ィング要素の形状は、例えば、第２のコーディング要素の形状とは特徴が異なってもよい
。複数の第１のコーディング要素のどれが関連する装置をそれぞれ識別するかを区別する
ために、第１のコーディング要素は寸法及び／または位置が異なり得る。複数の第２のコ
ーディング要素についても、同様とすることができる。ある設置環境にポカヨケ原理を適
用するときに、対応する相補的なデコーディング要素を（第１及び第２の）両方のコーデ
ィング要素のために設けることもでき、これにより、望ましくない装置の設置リスクまた
は不正確な設置リスクが二重に排除される。
【００２８】
　リング状の構造体は、特に中空シリンダを含むことができる。これに関して、環状のデ
ィスクが、中空シリンダ内でかつ中空シリンダの長手方向軸に垂直な平面内で延在し得る
。中空シリンダの長手方向軸は、レンズ要素の平面に垂直に延在することが好ましく、す
なわち、環状のディスクはレンズ要素の平面内またはこの平面と平行に延在する。長手方
向に鏡面対称の中空シリンダが得られるように、環状のディスクは、中空シリンダの端面
の中央に設けることができる。これにより、装置は、中空シリンダのそれぞれの端面とは
少なくとも無関係に設置することができ、装置はより広い用途で使用可能となるとともに
異なるアライメントで設置可能となる。中空シリンダの構造体は、中空シリンダの端面に
対応するリセスが形成されいてることでも特徴づけられ、このリセスは装置のコーディン
グ要素として同様に使用可能である。
【００２９】
　さらに他の実施例では、レンズ要素の少なくとも１つのレンズ部は、レンズの延長面内
で延在し、機械的なコーディング部はレンズの延長面外に突出する。機械的なコーディン
グ部は、特に光電式装置の上記垂直方向に沿って延在し得る。これにより、レンズ要素は
、装置の設置状態においてコーディング部によって特に有利に支持されるとともに正確に
位置決めされる。しかし、好ましい変形例では、コーディング部は、保持装置及び／また
は装置の上面及び下面まで延在せず、保持装置または装置の平らな接触面がコーディング
部の接触面を同時に形成しない。これにより、レンズ要素と装置の他の構成要素との間の
合致や機械的な張力を効果的に避けることができる。
【００３０】
　保持装置とレンズ要素とは、ラッチ式連結部によって直接的または間接的に互いに対し
て固定することができる。これにより、２つの部品は、互いに対して信頼性が高く、かつ
それにもかかわらず取外し可能となる。さらに、レンズ要素は、特にハウス様またはケー
ジ様に形成された保持装置とキャリア装置との間に捕捉されてもよい。
【００３１】
　さらに他の実施例では、光電式装置は、少なくとも１つの開口要素をさらに有し、この
開口要素は、少なくとも１つの光電式送信機及び／または少なくとも１つの光電式受信機
用の少なくとも１つの開口部を備える。ビームの断面の大きさ及び／または角度範囲は、
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対応する開口部によって調整することができる。開口要素は、特にプレート状とすること
ができ、プレート寸法及び／またはプレート形状は、装置の少なくともいくつかの構成要
素の均一のプレート寸法及び／またはプレート形状に対応し得る。対応する開口部は、好
ましくは円形であり、かつ光電式送信機または受信機の送信軸または受信軸と同軸である
か、またはこれらからオフセットされる開口要素の開口部によって形成可能である。光電
式装置の光電特性は、調整することができ、対応する開口部の配置及び形状によって（例
えば、内部及び外部の反射による）望ましくない干渉の影響が抑えられる。説明したモジ
ュール式装置のモジュール性は、異なる選択可能な開口要素によってさらに高まる。
【００３２】
　開口要素は、キャリア装置とレンズ要素との間に配置可能である。この点で、開口要素
は垂直方向でキャリア装置とレンズ要素との間に捕捉され、すなわち、開口要素の独立し
た締結が不要となり、かつ開口要素は装置の構成要素を異なる開口要素と容易に組み合わ
せができるように、装置に間接的に固定される。この目的で、開口要素は少なくとも部分
的に（例えば、周辺部において）保持装置に対して相補的に形成することができる。
【００３３】
　光電式装置は、開口要素の代わりにまたはこれに加えて、発信または受信された放射の
スペクトルフィルタリングのためのフィルタ要素などの構成要素をさらに有し得る。
【００３４】
　保持装置は、特に一体であってもよく、一方側、特に装置の上面で開口し、例えばレン
ズ要素または開口要素によって閉じることが可能である。
【００３５】
　さらに他の実施例では、保持装置は２つの部材によって形成され、下部材と上部材を備
える。下部材と上部材は、この点で特に互いに取外し可能に固定され、下部材及び／また
は上部材は、キャリア装置、そして任意に開口要素及び装置の他の任意の構成要素の周囲
または後方に係合可能となっている。保持装置の下部材は、底部及びここから上向きに突
出する複数の連結部を有し得る。保持装置の上部材は、さらに、頂部と、ここから下向き
に突出して下部材の連結部と協同する複数の連結部と、を有することができる。下部材及
び／または上部材は、少なくともキャリア装置とレンズ要素のための収容空間を形成する
実質的にＵ字形の断面を有することができ、収容空間は装置の製造を容易にする。
【００３６】
　キャリア装置とレンズ要素は、保持装置の下部材と上部材の間に配置することができ、
特に保持装置の下部材と上部材の間で垂直方向に捕捉可能である。よって、キャリア装置
、レンズ要素及び任意の構成要素を個々に締結する必要がないため、装置は特に効率的に
組み立てることができる。例えば、キャリア装置とレンズ要素を下部材に配置し、続いて
下部材を上部材によって閉じることで、レンズ要素をキャリア装置に自動的に固定するこ
とができる。
【００３７】
　保持装置の下部材と上部材は、特にラッチ式連結部によって互いに締結可能である。
【００３８】
　保持装置の上部材は、少なくとも１つの光電センサ及び／または少なくとも１つの光電
式受信機のための少なくとも１つの開口部を有し得る。保持装置の上部材の少なくとも１
つの開口部は、上記開口要素に加えてまたはこれに代わって設けることができる。所望の
種類の装置をできる限り単純かつ効率的な方法で製造することができる追加の変形例及び
応用例がこれにより得られ、それにもかかわらず光学的特性の最適な設定が得られる。
【００３９】
　本発明は、さらに、上述のいずれかの実施例による複数の異なる光電式装置を有するシ
ステムに関し、異なる光電式装置の少なくともいくつかのレンズ要素の機械的コーディン
グ部は互いに異なるように形成される。コーディング部は、特にコーディング要素または
複数のコーディング要素で異なり得る。これにより、異なる装置は、同様の要素を含むモ
ジュール式設計にもかかわらず、信頼性がある単純な方法で互いから識別でき、各々の装
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置はコーディング部により明確に識別できる。
【００４０】
　異なる光電式装置の少なくとも１つの構成要素は、このようなシステム内、特に保持装
置及び／またはキャリア装置内で（送信機、受信機及びＡＳＩＣ等の光電要素または電子
要素以外は）好ましくは同一に形成される。
【００４１】
　本発明は、以下で、図面を参照して単に例示的に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】光電式装置の第１の実施例の分解図である。
【図２】図１の装置の部品の透視図である。
【図３】図１の装置の組立状態の透視図である。
【図４】図１の装置のレンズ要素の４つの実施例の上面図である。
【図５】（ａ）設置された装置を含まない（ｂ）組み立てられた装置を含む、図１の装置
の設置位置を示す２つの透視図である。
【図６】（ａ）設置された装置を含まない（ｂ）組み立てられた装置を含む、図１の装置
の他の設置位置を示す２つの透視図である。
【図７】光電式装置の第２の実施例の上面図、側面図及び背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　図面における同じまたは類似する要素には、同じ参照符号が付されている。
【００４４】
　光電式装置１０は、キャリア装置１２、任意の開口要素１４、レンズ要素１６及び下部
材１８と上部材２０とを備える保持装置を有する。図１では、これら全ての構成要素を斜
め上方から示しており、すなわち視点が構成要素の上面に対して斜めに位置する。
【００４５】
　以下で、光電式装置１０の個々の構成要素についてより詳しく述べながら、装置１０の
組立方法を説明する。
【００４６】
　最初に、キャリア装置１２を下部材１８内に配置する。挿入されたキャリア装置１２を
含む下部材１８は図２に示されており、図２の縮尺は図１よりも大きくなっている。下部
材１８は、複数の接続部が上向きに突出する底部２２を有する。詳細には、下部材１８の
長手方向に対して鏡面対称の２つの側部２４’，２４”が、底部２２に対して実質的に垂
直に配置された状態で、底部２２から離れるように上向きに延在する。底部２２は、さら
に、端面ボルト２６及び噛合部２８を有する。これにより、Ｕ字形に形成された下部材１
８は、キャリア装置１２、開口要素１４及びレンズ要素１６を収容するように上向きに完
全に開口し、かつ部分的に横方向に開口する収容空間３０を有する。収容空間３０の寸法
及び形状は、キャリア装置１２、開口要素１４及びレンズ要素１６の寸法及び形状と断面
が実質的に対応する。よって、構成要素１２，１４，１６は、下部材１８にぴったりと嵌
るように配置可能である。
【００４７】
　側部２４’，２４”は、それぞれ２つの矩形の開口部３２’，３２”を有するとともに
、離間された２つのラッチノーズ部３４を外面に有する。側部２４’，２４”は、さらに
、中央に配置されたラッチボルト３６を外側に有する。収容空間３０は、噛合部２８の領
域において中央領域に対して幅が広がっている。
【００４８】
　キャリア装置１２は、種々の装備を備え得るオーバーモールドされたリードフレーム（
所謂“プレモールドリードフレーム”）として形成される。図２に示すように、キャリア
装置１２を下部材１８内に配置することができるように、キャリア装置１２の周縁部は底
部１８の収容空間３０と相補的であり、キャリア装置１２は、ボルト２６、噛合部２８及
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び側部２４’，２４”の間で底部２２の平面内に横方向で捕捉される。キャリア装置１２
の上部は、長手方向で複数のチャンバ３８に分割されており、一般に、光電式送信機また
は光電式受信機を各チャンバ３８内に取り付けて電気的に接続することができるようにな
っている。図１に示すキャリア装置１２は、光電式送信機４０、２つの光電式受信機４２
及びＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉ
ｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）４４を有する。キャリア装置１２を外部のマイク
ロコントローラ（図示省略）と接続するために、キャリア装置１２から離れるようにキャ
リア装置１２の幅が狭い側から一様の弓形に延在する複数の電気コネクタ４６が設けられ
ている。キャリア装置１２が下部材１８に配置されると、コネクタ４６は下部材１８の噛
合部２８と弾性的に係合し、プラグ接続式電気コネクタ（図示省略）を差込むための接触
ゾーンが形成される（図２参照）。
【００４９】
　キャリア装置１２が下部材１８に配置された後、開口要素１４が下部材１８の収容空間
３０内に配置される。この点に関して、開口要素１４の対応する横方向突出部４８が、側
部２４’，２４”の対応する開口部３２’，３２”と係合する（図１，図２参照）。さら
に、開口要素１４の幅が広い領域５０が、噛合部２８の領域で幅が広くなった収容空間３
０と係合する。これにより、開口要素１４は、特に装置の長手方向に移動不能となり、こ
の点で下部材１８に固定される。図１の開口要素１４は、さらに３つの異なる形状の開口
部５２ａ，５２ｂ，５２ｃを有し、これらの開口部は、開口要素１４の長手方向で互いの
後方に配置され、実質的に円錐台状に境界付けられた開口部によって形成される。
【００５０】
　次に、レンズ要素１６が下部材１８の収容空間３０内に配置され、対応する横方向の突
出部５４’，５４”が側部２４’，２４”の対応する開口部３２’，３２”と係合する。
さらに、レンズ要素１６の幅が広くなった領域５６が、噛合部２８の領域で幅が広くなっ
た収容空間３０の領域と係合する。これにより、レンズ要素１６は、底部２２と平行な平
面内で長手方向及び横方向で下部材１８に固定される。
【００５１】
　最後に保持装置の上部材２０が、ラッチ式連結部によって下部材１８に締結され、この
目的で上部材２０には、側部２４’，２４”のラッチノーズ部３４のうちの１つにそれぞ
れラッチされる４つの下向きに突出するラッチタブ５８が設けられている。この状態で、
キャリア装置１２、開口要素１４及びレンズ要素１６は、上部材２０と下部材１８との間
に完全に捕捉されて互いに固定される。従って、保持装置の下部材１８、キャリア要素１
２、開口要素１４、レンズ要素１６及び保持装置の上部材２０は、垂直方向で互いの後方
に配置される。
【００５２】
　このように組み立てられた装置１０は、図３に透視図として示されている。上部材２０
は、２つの開口部５２’，５２”を有し、これにより同時に追加の開口要素として機能す
る（図１，図３参照）。さらに、上部材２０は、レンズ要素１６と同一平面上で終端とな
って装置１０の実質的に滑らかな上面を形成するように、レンズ要素１６の相補的な係合
部９０と係合する（図１参照）。レンズ要素１６は、さらに固定され、装置１０の寸法は
小さく維持される。
【００５３】
　光電式装置１０の光学的性質は、開口要素１４の３つの開口部５２ａ，５２ｂ，５２ｃ
と上部材２０の２つの開口部５２’，５２”との組み合わせによって決定され、発信また
は受信されたビームのそれぞれの断面の幾何学的な境界が生じるため、望ましくない干渉
の影響が抑制される。
【００５４】
　装置１０は、細い実質的に平行六面体のベース本体を有し、装置の筐体は互いに同一平
面上で終端となる面によって特徴づけられている。特にラッチタブ５８は、側部２４’，
２４”の外側面と同一平面上で終端となる。
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【００５５】
　実質的にプレート状のレンズ要素１６は、そうでなければプレート状であるレンズ要素
１６から離れるように長手方向に延在する一体形成された機械的コーディング部６０を有
する（図１参照）。リング状のコーディング部６０は、レンズ要素１６の長手方向で互い
の後方に配置された３つのレンズ部６８の延長面から垂直に突出する中空のシリンダ６４
を備える。レンズ要素１６のレンズ部６８は、ビーム成形特性を有し、例えば、凸レンズ
、両凸レンズまたはフレネルレンズとすることができる。
【００５６】
　レンズ要素１６の他の詳細は、図４（ａ）～（ｄ）に示されており、ここでは、レンズ
要素１６の４つの異なる変形例がレンズ要素１６のそれぞれの上面の平面図として示され
ている。図４（ａ）～（ｄ）のレンズ要素１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，１６ｄは、コーディ
ング部６０に対応する第１のコーディング要素６２ａ～６２ｄと対応する第２のコーディ
ング要素６３ａ～６３ｄを有する。対応する第１のコーディング要素６２は、コーディン
グ部６０の中空シリンダ６４の外周に設けられた矩形のリセスとして形成され、コーティ
ング要素６２ａ～６２ｄは、中空シリンダ６４の軸を中心とする角度位置のみが異なる。
それぞれの第１のコーディング要素６２は、矩形の溝が中空シリンダ６４のシリンダジャ
ケットに形成されるように（図４の紙面に垂直な）シリンダ軸と平行に延在する。リング
ディスク６６が、中空シリンダ６４内で中空シリンダ６４の長手方向軸に垂直に延在する
。それぞれの第２のコーディング要素６３は、リングディスク６６の内周に設けられ、実
質的に半円形のリセスとして形成されて中空シリンダ６４の軸を中心として異なる角度位
置で円形の溝としてシリンダ軸に平行に延在する。
【００５７】
　第１のコーディング要素６２は、下に位置する装置１０の種類を識別するために単に例
示的に示されている。装置の種類は、特に、レンズ要素１６の対応する形態やキャリア装
置が備える光電式送信機４０及び受信機４２によって特徴づけられる。これに関して、図
４（ａ）～（ｄ）にレンズ要素１６ａ～１６ｄを参照して例示的に示すように、レンズ要
素１６のレンズ部６８の位置及び形態は異なり得る。第２のコーディング要素６３は、キ
ャリア装置１２をマイクロコントローラと接続するために設けられたバスについて装置１
０を識別するために設けられる。
【００５８】
　このリストは、単に例示的なものである。原則的に、コーディング要素６２，６３は、
自由に特定可能な特徴について光電式装置１０を識別することができる。コーディング要
素６２，６３は、形状に加えて長手方向シリンダ６４を中心とする角度位置によってのみ
定められる。よって、コーディング要素６２，６３は、調節可能な工具を使用して簡単に
作成することができ、対応するコーディング要素６２，６３の角度位置によって、対応す
るコーディング要素６２，６３に関連する特徴に関して装置１０の明確な識別が可能とな
る。
【００５９】
　図５には、本発明と関連する光電式装置１０の設置環境とも呼ばれる光電式装置１０の
設置位置の２つの透視図が示されている。図５（ａ）では、設置位置はそのまま、すなわ
ち対応する装置１０が設置されていない状態で示されている。設置位置は、矩形の開口部
７２を有するベースプレート７０の断面によって特徴づけられ、断面の長手方向内側端部
に２つの互いに反対側に配置されたラッチアーム７４’，７４”が設けられる。開口部７
２の狭い側に隣接して、ベースプレート７０の平面に垂直に延在するとともに中央開口部
７８を有するシリンダ７６が形成されている。開口部７８は、ねじ用の図示省略の雌ねじ
を有し得る。
【００６０】
　シリンダ７６は、第１のデコーディング要素８０及び第２のデコーディング要素８１を
有する。第１のデコーディング要素８０はＴ字形であり、シリンダ７６のジャケット面か
ら径方向に離間されている。デコーディング要素８０の高さは、シリンダ７６の高さより
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も低い。第２のデコーディング要素８１は、シリンダ７６の端面に形成され、部分的な円
筒形状を有する。シリンダ７６及びデコーディング要素８０，８１は、合わせて装置のコ
ーディング部６０のデコーディング部８３を構成する。デコーディング部８３は、ベース
プレート７０と一体形成される。シリンダ７６及びデコーディング要素８０，８１の端部
は、装置１０の設置を容易にする面取部をそれぞれ有する。
【００６１】
　図５（ａ）に示される設置位置に設置される装置１０は、装置１０の上面がベースプレ
ート７０の開口部７２に面する図５（ｂ）に示す位置となるように、装置１０の上面が前
方に位置する状態で設置される。デコーディング部８３によって、デコーディング部８３
と相補的な形状を有し、かつ形状の一致によって対応する設置位置における装置１０の設
置を明確に定めるコーディング部を有する装置１０のみが設置可能となる。組立状態では
、第１のコーディング要素６２が第１のデコーディング要素８０と係合する。そして、第
２のコーディング要素６３は、第２のデコーディング要素８１と部分的に係合する。さら
に、ラッチアーム７４’，７４”は、装置１０がベースプレート７０にしっかりと固定さ
れるように、下部材１８のラッチボルト３６にラッチされる。
【００６２】
　装置１０の別の設置位置が図６に示されており、図６（ｂ）では、装置１０は図５（ｂ
）と違って逆向きに、すなわちビームを受信または送信する装置１０の上面がベースプレ
ート７０から離れて設置されている。従って、装置１０は、実質的に同様に形成された設
置位置に異なる方法で柔軟に設置可能であり、このために単にコーディング要素６２，６
３の位置とデコーディング要素８０，８１の位置を調整すればよい（図５（ａ），図６（
ａ）参照）。
【００６３】
　コーディング部６０のベース形状（特にリングディスク６６を備える中空シリンダ６４
）は、垂直方向に垂直な光電式装置１０の中央面に対して対称に設けられることが好まし
い。さらに、光電式装置１０を設置環境に締結する締結装置（特にベースプレート７０の
ラッチアーム７４’，７４”のための保持装置のラッチボルト３６）が、垂直方向に垂直
な光電式装置１０の中央面に対して対称に設けられていることが好ましい。これにより、
図５，図６を参照して説明したように、装置１０は、設置環境において上面の２つの異な
るアライメントの１つで選択的に特に容易に締結可能となる。
【００６４】
　光電式装置１０の他の実施例が図７に示されており、この実施例は、図１～図３に示す
実施例とは、装置１０が単一部品の保持装置８３を有する点で特に異なる。この点につい
て、装置１０の組立状態では、レンズ要素１６が装置１０の上面を構成して保持装置８２
にラッチされる。任意に、開口要素１４をレンズ要素１６とキャリア装置１２の間に設け
ることができ、特に垂直方向に捕捉することができる。図７（ａ）では、装置１０の上方
からの平面図が示されている。図７（ｂ）は、装置１０の側面図を示しており、保持装置
８２の領域における装置１０の厚み８４が、コーディング部６０の厚み８６よりも大きい
ことがわかる。これにより、レンズ要素１６と保持装置８２との間の機械的なひずみを防
ぐことができる。図７（ｃ）には、装置１０の背面図が示されている。特に図７（ａ）及
び図７（ｃ）によってわかるように、コーティング部６０は、長手方向でのみ保持装置８
２から突出し、装置１０の幅を超えて延在しない。よって、装置１０の細くて矩形の形状
は、コーディング部６０によって損なわれない。
【００６５】
　説明した実施例に関して、キャリア装置１２は、特に異なる数の光電式送信機４０及び
／または光電式受信機４２を備え得ることに留意されたい。それぞれの光電式装置１０の
モジュール式の構造、そして特に個々の構成要素（開口要素１４及びレンズ要素１６）を
交換することによって送信機４０及び受信機４３の数に対応する開口部５２及びレンズ部
６８を設けることができることにより、異なる用途に容易に適応可能である。
【符号の説明】
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【００６６】
　１０…光電式装置
　１２…キャリア装置
　１４…開口要素
　１６…レンズ要素
　１８…下部材
　２０…上部材
　２２…底部
　２４…側部
　２６…ボルト
　２８…噛合部
　３０…収容空間
　３２…開口部
　３４…ラッチノーズ
　３６…ラッチボルト
　３８…チャンバ
　４０…送信機
　４２…受信機
　４４…ＡＳＩＣ
　４６…コネクタ
　４８…突出部
　５０…領域
　５２…開口部
　５４…突出部
　５６…領域
　５８…ラッチタブ
　６０…コーディング部
　６２…第１のコーディング要素
　６３…第２のコーディング要素
　６４…中空シリンダ
　６６…リングディスク
　６８…レンズ部
　７０…ベースプレート
　７２…開口部
　７４…ラッチアーム
　７６…シリンダ
　７８…開口部
　８０…第１のデコーディング要素
　８１…第２のデコーディング要素
　８２…保持装置
　８３…デコーティング部
　８４…装置の厚み
　８６…コーディング部の厚み
　８８…装置の幅
　９０…係合部
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【国際調査報告】
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